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参考論文 I において， パン酵母におけるポリ燐酸の集積の場所が central vacuole であること， 従来
volutin granule と呼ばれて来た頼粒は，その細胞学的実在性が疑わしく， in vitro に生成し得る人工頼
粒との酷似性などとも合わせて， いわゆるボノレチン頼粒と言うのは， central vacuole 内に集積された遊
離状態のポリ燐酸が，諸種の細胞化学的処理によって， 光学的あるいは電子線的 lこ可視となったものであ
ろうと推定した。
参考論文 E においては， 縮合皮12までの純粋なオリコ、、燐酸をイオン交換クロマトグラフィーの方法によ
って調製し，縮合度とメタクロマジ一反応との間の関係を調べ， 縮合度 8 以上のものから 530mμ の T 花;
の変化が見られることを示した。
一方， 先に参考論文 I において示したように， 細胞化学的には集積されたポリ燐酸は central vacuole 
に極在することおよび HAROLD 等の ~eurospora crassa におけるポリ燐酸の細胞|付局在に関する報告等
より，従来のポリ燐酸の抽出および分画法に疑問を持った。本学位論文においては抽出方法の検討および
抽出されたポリ燐酸の分画を行なった口先づ集積されたポリ燐酸を出来るだけ天然に近い状態で一つの画
分として得るには， O.05M の Tris-HCl 緩衝液 (pH 8.7) を用いて抽出するのが最も良い結果を与える















先ず従来よりも温和な抽出法として水， 食温水，アノレカリ溶液その他を用い，その pH，濃度， 緩衝液
の種類等を変えて多数の実験をくりかえした結果，脱脂， 乾燥した酵母を pH 8.7の 0.05M トリス一塩酸







乙の抽出法と分画分析法とを組合せて， パン酵母中の遊離リン酸が，オノレソリン酸，重合度 3 および 4
の低重合リン酸， 平均重合度約40および約70の数区分のピークに分れる事を明らかにした。
以上熊谷君の論文は， パン酵母のエネノレギー貯蔵体と;与えられる遊離のポリリン酸を出来るだけ天然に
近い状態で抽出する新しい方法を見出し， さらにイオン交換クロマトグラフィーによって，これを分画，
分析してその構造を明らかにしたもので， 従来の抽出法による混乱を正し，微生物体内のポリリン酸の研
究に有力な新手段を提供したもので， 博士論文として十分の価値あるものと認める口
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